
　
３
月
２
日
、
市
青
少
年
問
題
協

議
会
に
よ
る
善
行
児
童
・
生
徒
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
３
校
の
児
童
・

生
徒
に
、
入
山
市
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
玖
波
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん

は
、
玖
波
公
民
館
の
行
事
な
ど
を

と
お
し
て
積
極
的
に
地
域
参
画
を

行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
貢
献
し
た
活
躍
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
竹
中
学
校
３
年
の
柳
川
陽
晴

く
ん
は
、
登
校
中
に
小
学
校
低
学

年
の
児
童
が
転
倒
し
た
場
に
遭
遇

た
際
に
、
一
人
で
登
校
す
る
の
は

困
難
と
判
断
。
付
き
添
っ
て
学
校

ま
で
行
き
ま
し
た
。
こ
の
迅
速
で

的
確
な
対
応
で
、
早
い
処
置
を
施

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
小
方
小
学
校
６
年
の
杉
山
知
優

さ
ん
と
３
年
永
井
詩
央
梨
さ
ん
は
、

登
校
中
に
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

女
性
の
け
が
に
気
づ
き
、学
校
の
保

健
室
ま
で
付
き
添
い
、養
護
教
諭
に

応
急
処
置
を
依
頼
。速
や
か
に
手
当

て
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
に
、
防
犯
連
合
会
か

ら
市
内
の
小
学
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
２
１
０
個
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。防
犯
ブ
ザ
ー
の
寄
贈
は
、

平
成
26
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

救援金のお願い
皆さんのご協力を
問い合わせ
　 日本赤十字社広島県支部大竹市地
区事務局（地域介護課内）
　☎59-2152

　日本赤十字社広島県支部大竹市地区で
は、被災された方を支援するため次のと
おり救援金を受け付けます。
　ご協力いただいた救援金は、全額、日
本赤十字社を通じて被災された方に届け
ます。市民の皆さんの温かいご支援をお
願いします。

救援金受付窓口　地域介護課

人道危機救援金受付期間延長
○アフガニスタン人道危機救援金
○ウクライナ人道危機救援金
○バングラデシュ南部避難民救援金
○中東人道危機救援金

受付期間　令和６年３月31日㈰まで

2023年トルコ・シリア地震救援金
受付期間　５月31日㈬まで

第５回　11月13日

第６回　12月11日第８回　２月５日

第７回　12月18日

広島市内：西風新都バイオマス発
電所、クアハウス湯の山、湯来木
材利活用促進協議会薪加工場
環境整備課と合同で、環境問題
をテーマに、環境に配慮した取
り組みを行っている企業を訪ね
ました。SDGs に深く関連して
いる企業の具体的な取り組みに
触れることができました。

大竹市内
歴史研究会の案内で、玖波から
木野までの『西国街道大竹路』
を歩き、さまざまな歴史に触れ
ました。

廿日市サンチェリー、
総合市民会館
自分たちだけで企画したプログ
ラムを実施しました。プログラ
ムを企画・実施することの難し
さを知ることができました。

善
行
児
童・生
徒
を
表
彰

問
い
合
わ
せ

　

市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー︵
生
涯
学
習
課
内
︶

　

☎
28
５
６
８
０

新１年生に
防犯ブザーを寄贈
市防犯連合会

※令和５年度募集は５月号でお
知らせします

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
大
竹
伝
統
工
芸
の
手
描
き

鯉こ
い

の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
中

学
生
以
上
は
、１
５
０
㎝
、１
２
０

㎝
、
90
㎝
の
う
ち
１
つ
選
ん
で
作

成
し
ま
す
。
小
学
生
以
下
は
、
手

軽
に
作
成
で
き
る
よ
う
60
㎝
の
鯉

の
ぼ
り
（
ポ
ー
ル
付
き
）
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

と　

き

　
４
月
16
日
㈰

○

小
学
生
・
幼
児
10
時
〜
12
時

（
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
）

○

中
学
生
以
上
13
時
〜
16
時

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
お
お
た
け

定　

員　
各
20
人

講　

師　
杉
本
海
さ
ん

材
料
費

　
60
㎝
…
９
０
０
円（
ポ
ー
ル
付
き
）

　
90
㎝
…
２
２
０
０
円

　
１
２
０
㎝
…
３
０
０
０
円

　
１
５
０
㎝
…
３
９
０
０
円

持
参
品

　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、小
学
生・

幼
児
は
、
絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
、

マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
な
ど
色
を
付
け

る
道
具
。
中
学
生
以
上
が
使
用
す

る
絵
の
具
や
筆
は
こ
ち
ら
で
用
意

し
ま
す
。

申
し
込
み　
４
月
３
日
㈪
〜
11
日

㈫
ま
で
に
総
合
市
民
会
館
へ
。

※
市
内
中
学
校
美
術
部
生
徒
の
作

品
は
事
業
開
催
後
に
ア
ゼ
リ
ア
お

お
た
け
に
展
示
予
定
で
す
。

大
竹
手
す
き
和
紙

手
描
き
鯉
の
ぼ
り

　
大
竹
伝
統
の
大
竹
手
す
き
和
紙

が
で
き
る
ま
で
の
製
造
工
程
や
、そ

の
大
竹
手
す
き
和
紙
を
使
っ
た
手

描
き
鯉
の
ぼ
り
の
展
示
会
で
す
。

こ
の
手
描
き
鯉
の
ぼ
り
は
、
大
竹

市
の
伝
統
工
芸
を
唯
一
継
承
さ
れ

た
大
石
雅の
り

子こ

さ
ん
が
作
成
し
た
も

の
で
、
５
ｍ
も
あ
る
大
型
鯉
の
ぼ

り
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き

　
４
月
５
日
㈬
〜
５
月
７
日
㈰

と
こ
ろ　
総
合
市
民
会
館 展示会

第２回　８月28日

第４回　10月23日

第１回　７月16日・17日

第３回　９月18日

総合市民会館、
おおたけ手すき和紙の里
江戸時代初期から続く伝統の和
紙作りを体験したり、大竹市の
近代史を学んだりしました。

自然の家やさか
第８回（最終回）に向けて、自
分たちだけでできる内容のプロ
グラムを企画しました。

総合市民会館
「防災」をテーマに、県の自主防
災アドバイザーを招き、専門的
な学習を行いました。カードゲー
ムを使った学習や、被災者搬送
法などを学習しました。
○防災カードゲーム○ロープワー
ク○防災・避難に関する講義○避
難訓練、被災者搬送法

総合市民会館
環境問題をテーマに、昆虫食の普
及啓発に取り組んでいる島根県の
企業から講師を招き、昆虫食の調
理と試食をしました。○昼食　コ
オロギすいとん、コオロギハンバー
グ、昆虫のつくだ煮食べくらべ。

令和４年度は、市内の小学６年生か
ら高校生までの参加者 14 人が活動
しました。
学校も学年も異なる仲間との体験活
動やスキルアップ講座などを通し
て、未来の地域リーダーとなるため
に必要な力を身に付けました。

大竹手すき和紙

手描き鯉のぼり
作り教室

問い合わせ
　総合市民会館　☎53-6677

未来の地域リーダー目指して
令和４年度

KOIKOI
ジュニアリーダーズクラブ
［ジュニアリーダー育成事業］
活動報告

問い合わせ
　生涯学習課　☎28-5680
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浄
化
槽
に
は
、
水
洗
ト
イ
レ
の
汚
水
だ

け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
、
台
所

や
風
呂
な
ど
の
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処

理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り
、
公
共

下
水
道
施
設
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
で

す
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た
め
、

管
理
（
設
置
）
者
に
は
、
保
守
点
検
と
清

掃
の
実
施
、
法
定
検
査
の
受
検
な
ど
、
適

切
に
維
持
管
理
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄
化

槽
の
保
守
点
検
と
清
掃
を
行
い
、
必
ず
法

定
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

保
守
点
検

　

浄
化
槽
を
正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の

点
検
や
調
整
な
ど

清　
　

掃

　

た
ま
っ
た
汚
泥
の
引
き
抜
き
や
機
器
の

洗
浄
な
ど

法
定
検
査

　

保
守
点
検
お
よ
び
清
掃
の
実
施
状
況
の

確
認
や
、
浄
化
槽
排
水
の
水
質
検
査
な
ど

※
法
定
検
査
は
県
が
指
定
し
た
機
関
が
行

い
ま
す
。

既
設
の
浄
化
槽
の
更
新
も

補
助
対
象
に

　

公
共
下
水
道
や
集
落
排
水
処
理
施
設
の

計
画
区
域
外
に
位
置
す
る
個
人
の
住
宅

に
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交

付
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
設
置
者

の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
を
軽
減
す
る

観
点
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
く
み
取
り
・
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
の
転
換
や
新
築
の
際
の

設
置
に
加
え
て
、
既
設
の
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
を
更
新
す
る
場
合
も
補
助
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境
整
備
課
へ
。

　
「
紙
資
源
の
日
」
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
る
新
聞
、
雑
誌
・
雑
紙
、
段

ボ
ー
ル
は
、
回
収
後
、「
ご
み
」
と
し
て

処
分
す
る
の
で
は
な
く
、「
紙
資
源
」
と

し
て
業
者
に
売
却
し
、
市
の
財
源
の
一
部

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
さ
れ
た
紙
資
源
は
、
製
紙

原
料
と
し
て
再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

紙
資
源
な
ど
の
回
収
活
動
に

報
奨
金
を
交
付

　

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
自
治
会

や
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
、
集
団
で
新

聞
な
ど
の
紙
類
や
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
す
る

活
動
に
対
し
て
、
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
は
次
の
２
種
類
が
あ
り
、
報
奨

金
は
、
各
団
体
の
活
動
資
金
な
ど
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
シ
ス
テ
ム
回
収

　

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
決
め
ら
れ
た

月
１
回
の
「
紙
資
源
の
日
」
に
、
資
源
回

収
の
取
り
組
み
を
示
す「
の
ぼ
り（
黄
色
）」

が
立
っ
て
い
る
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
取
り
組
み
で
す
。

■
団
体
回
収

　

資
源
回
収
に
取
り
組
む
各
団
体
が
、
回

収
業
者
と
の
間
で
都
合
の
よ
い
実
施
日
や

実
施
場
所
を
決
め
て
、
出
す
取
り
組
み
で

す
。

資
源
回
収
の
対
象
物

　

新
聞
、
雑
誌
・
雑
紙
、
段
ボ
ー
ル
、
ア

ル
ミ
缶

※
「
紙
資
源
の
日
」
に
ア
ル
ミ
缶
を
排
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
シ
ス
テ
ム
回
収
を

実
施
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
す
。

No.
57

水　　 環境を守るため
浄化槽の法定検査を

問い合わせ
　環境整備課　☎59-2154

（広島県浄化槽維持管理
啓発事業キャラクター）

「ひろしま環境の日」一斉行動
毎月第１土曜日は「ひろしま環境の日」です。

環境整備課 ☎59-２１５４
家庭で、職場で、できることからはじめましょう。

４月のテーマ４月のテーマ
やってみよう
　エコドライブ！
～ふんわりアクセル
   　（発進時に５秒間で20km/h）～

新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
紙
類
は
、

「
ご
み
」で
は
な
く
、有
効
な「
資
源
」

　
　
　

問
い
合
わ
せ　

環
境
整
備
課
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
52
５
１
０
１

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を

経
過
し
た
犬
の
飼
い
主
に
は
、
犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎

年
１
回
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
登
録
申
請
を
し
な
か
っ
た
り
、
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
な
か
っ
た
り
し
た

場
合
、
飼
い
主
に
20
万
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

集
合
注
射
を
実
施

　

表
１
の
日
程
で
狂
犬
病
予
防
注
射
（
集

合
注
射
）
を
行
い
ま
す
。

集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は

動
物
病
院
へ

　

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
動

物
病
院
で
必
ず
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

表
３
の
市
指
定
の
獣
医
師
の
い
る
動
物

病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合

は
、
病
院
規
定
の
注
射
代
と
は
別
に
手
数

料
を
支
払
う
こ
と
で
、
病
院
で
注
射
済
票

の
交
付
（
未
登
録
の
場
合
は
併
せ
て
犬
の

登
録
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

表
３
以
外
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
動
物
病
院
が
発

行
し
た
注
射
済
証（
注
射
証
明
書
）を
持
っ

て
、
環
境
整
備
課
で
注
射
済
票
の
交
付
申

請
（
未
登
録
の
場
合
は
併
せ
て
犬
の
登
録

申
請
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

た
場
合
、
注
射
代
金
が
集
合
注
射
時
の
代

金
（
表
２
）
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
犬
・
猫
の
引

き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
・
猫

の
場
合
も
、
所
有
者
不
明
の
犬
猫
（
の
ら

犬
・
猫
や
迷
い
犬
・
猫
）
の
場
合
も
、
引

き
取
り
理
由
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
必
ず
事
前
に
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
不
用
意
な

引
き
取
り
で
殺
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
責
任
を
持
っ
た
飼

育
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

犬
や
猫
を
飼
育
し
て
い
る
方
や
飼
お
う

と
す
る
方
に
、
飼
育
に
必
要
な
知
識
が
学

べ
る
無
料
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
　
　
　
で
す

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
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表１　集合注射日程表 （雨天決行）

表２　集合注射料金

表３　市指定の獣医師のいる動物病院

と　　　　き と　　こ　　ろ

４
月
18
日
㈫

９時 ～ 10時 アゼリアおおたけ（大竹会館）
10時10分 ～ 10時40分 コミュニティサロン元町
10時50分 ～ 11時 木野支所
11時10分 ～ 11時20分 防鹿集会所
11時30分 ～ 11時35分 安条福祉センター
11時45分 ～ 11時50分 前飯谷公民館

13時 ～ 13時05分 マロンの里交流館
13時15分 ～ 13時25分 栗谷支所（農林振興センター）
13時35分 ～ 13時40分 後原集会所
14時10分 ～ 14時20分 松ケ原集会所
14時35分 ～ 14時50分 玖波７丁目公園

15時 ～ 15時15分 向田公園（玖波中学校横）

４
月
19
日
㈬

9時30分 ～ 10時 玖波公民館
10時10分 ～ 10時30分 御園台１号公園
10時40分 ～ 11時10分 総合市民会館
11時20分 ～ 11時50分 さかえ公園
13時30分 ～ 13時40分 三ツ石自治会館
13時55分 ～ 14時20分 市役所（正面玄関下広場）
15時20分 ～ 15時35分 阿多田島漁協前

※未登録の犬は、登録申請も受け付けます。
※ 既に犬の登録をしている飼い主には、案内はがきを送付しますので、会
場に持参してください。

登録済みの犬 未登録の犬
注射代金 ２, ５００円 ２, ５００円

注射済票交付手数料 ５５０円 ５５０円
登録手数料 － ３, ０００円

合　計 ３, ０５０円 ６, ０５０円
※ 当日は、つり銭がいらないよう、ご協力ください。会場には犬を制止で
きる方が連れてきてください。

病　院　名 と　こ　ろ 電話番号

大竹動物病院 油見3-16-9 53-5441

みどり動物病院 北栄4-16 52-1186

のざか動物病院 廿日市市宮島口西2-3-29 （0829）56-0073

メリー動物病院 廿日市市大野土井995-4 （0829）55-1515

大野中央もみじ動物病院 廿日市市大野中央4-9-38 （0829）50-0012

エナミ動物病院 廿日市市宮内978-5 （0829）39-3338

むつみ動物病院 廿日市市宮内1067-2 （0829）38-6230

松村動物病院 廿日市市宮内4317-5 （0829）30-7770

たむら動物病院 広島市佐伯区吉見園7-16 （082）924-5812

動物飼育のマナー
啓発用看板を配布
問い合わせ
　公衆衛生推進協議会　☎59-2112

　犬のフンの持ち帰りや、のら猫へ
のえさやり禁止を啓発するための看
板を用意しています。看板の必要な
方は、公衆衛生推進協議会、または
環境整備課に申し込んでください。

犬
・
猫
の
引
き
取
り
や
飼
い
方
の

相
談
は
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ
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